
No. 資 料 名 説  明 備  考 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

1
こばやかわたかかげぞう

小早川隆景像
昭和７（1932）年以前に描かれ
た肖像画です。

2
もうり てるもと こばやかわ たかかげしょじょう

毛利輝元・小早川隆景書状
毛利氏の家臣・熊谷就真宛の書
状です。

3
きんなしじ ひだりみ どもえもんつきあぶみ

金梨地左三つ巴紋付鐙
小早川家の紋である「左三つ
巴」が付いた馬具です。

令和６年度修繕後初公開

4
きんなしじ ひだりみ どもえもんつきくら

金梨地左三つ巴紋付鞍
小早川家の紋である「左三つ
巴」が付いた馬具です。

令和６年度修繕後初公開

5
はいだて

佩楯 足のももを守る武具です。

6
こて

籠手 腕を守る武具です。

7
しほんぼくしょけいてきしゅう

紙本墨書啓迪集（4/7～5/10）
曲直瀬道三がまとめた医学書で
す。

広島県重文

8
おおえもとなりき

大江元就記（5/12～7/5）
江戸時代に書かれた毛利元就の
伝記です。

No. 資 料 名 説  明 備  考 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

1
こばやかわごじゅうしょうつし

小早川御什書写
小早川家から出された手紙類を
集め、書き写したものです。

2
たかかげこう みはらこばやかわかんれんおぼえがき

隆景公 三原小早川関連覚書
隆景逝去の後、長州に建立され
た隆景寺にまつわる記録です。

【小早川家寄託資料】

3
ござそなえず

御座備図
毛利元就とその家臣団の集団肖
像画です。

【小早川家寄託資料】

4
こばやかわたかかげこうごじしょが

小早川隆景公御自書画
隆景が描いたと伝わる扇面図で
す。

【小早川家寄託資料】

5
かんこうぞうたかかげこうぎょひつ

菅公像隆景公御筆
隆景が描いたと伝わる菅原道真
の図です。

三原市初公開
【小早川家寄託資料】

6
はぎやき ほてい ぞう

萩焼 布袋像 萩焼の布袋像です。
三原市初公開
【小早川家寄託資料】

テーマ：不撓不屈（ふとうふくつ〔苦労や困難があっても決してあきらめないこと〕）・小早川隆景
No. 資 料 名 説  明 備  考 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

1
へきていかんゆうせんず

碧蹄館勇戦図
邨田丹陵が、碧蹄館の戦いの様
子を描いた作品です。

2
こばやかわたかかげはみんぐんずこうしょう

小早川隆景破明軍図考証
「碧蹄館勇戦図」の内容を記し
たものです。

3
ろくじゅうにけんこぼしかぶと・めんほお

六十二間小星兜・面頬
小早川家の紋が付いた兜と、付
随する面頬です。

4
こばやかわたかかげしょじょう

小早川隆景書状
佛通寺の永徳院について触れら
れた内容の書状です。

三原市初公開
【個人蔵】

5
のどわ

喉輪 あごの下を守る武具です。

6
こ て

籠手 腕を守る武具です。

7
すねあて

臑当 臑を守る武具です。

テーマ：温良篤厚（おんりょうとっこう〔優しく穏やかで、思いやりがあること〕）・小早川隆景
No. 資 料 名 説  明 備  考 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

1
しほんちゃくしょくびんごのくにみはらじょうえず

紙本著色備後国三原城絵図
慶応年間に描かれた三原城の絵
図です。

三原市指定重要文化財

2
こばやかわたかかげざぞう

小早川隆景坐像
米山寺の練り供養で使用された
坐像です。

資料館初公開
三原市指定重要文化財 
【三原・米山寺蔵】

3
むらさきいとおどしにまいどう

紫糸縅二枚胴
紫色の糸で部品を結び合わせた
胴です。

4
こばやかわたかかげしょじょう

小早川隆景書状 山県平八郎宛の書状です。

※展示資料や内容について、変更となる場合があります。予めご了承ください。

テーマ：忠勇無双（ちゅうゆうむそう〔忠義心に厚く、勇気があること〕）・小早川隆景

テーマ：一家相伝（いっかそうでん〔家に代々伝わってきたもの〕）・小早川隆景

展示室３ 小早川家関連資料展示予定表

令和８年４月７日～

令和８年７月５日

令和８年10月６日～

令和８年12月27日

令和９年１月５日～

令和９年４月４日

令和８年７月７日～

令和８年10月４日

小早川隆景像

六十二間小星兜・面頬

小早川御什書写

紙本著色備後国三原城絵図


